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低温環境にある星間分子雲の化学進化では、活性化エネルギーを要しないイオン分子反

応が重要な鍵を握っている。その中でもイオン極性分子反応は低温で捕獲断面積が大きく

なるため化学進化の中心的役割を担っていることが知られている。しかしながら気相イオ

ン極性分子反応の低温における実験的研究例は

非常に少ない。その理由は極性分子の多くが ����

�以下の低温で凝縮してしまうためであり、既存

の実験方法では反応速度測定が困難だったから

である。この困難を解決するべく、我々はこれま

で温度可変シュタルク分子速度フィルターと冷

却イオントラップを組み合わせた気相低温イオ

ン極性分子反応測定装置を開発してきたが ��、レ

ーザー誘起蛍光法を用いた従来の反応速度測定

法 ��では反応分岐比に関する情報を得ることが

できないという欠点があった。そこで我々は従来

の装置に飛行時間型質量分析計を導入すること

を計画している。低速極性分子と分子イオンを反

応させた後、クーロン結晶中に保持される生成物

イオンをイオントラップ外部に引き出し、飛行時

間質量分析（���-��）を行なうことによって反

応時間毎の分岐比の測定を実現する（図 �）。講

演では、現在開発している実験装置の詳細と

���-�� スペクトルの数値シミュレーション結

果について報告する。また、冷却イオントラップ

内で生成した混合クーロン結晶の ���-�� 実験

の現状についても併せて報告する予定である。 
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